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平成 5年度夏山登山記録

1 期間

平成 5年 8月 6日 (鐵 ～ 8月 11日 (ラЮ

2目的地

鳳凰三山 (薬師岳、観音岳、地蔵岳等)

3 参加者

隊 長 :谷 端 伸 彦

隊 員 :瀬 戸 明 宏 (会計係)

辻 川 輝 男

森 本  宏

鈴 木 啓 祐 (記録係)

4 日程

(8月 6日 )

大阪一一米原一一名古屋一―中潮 ||一一塩尻―一甲府

(8月 7日 )

甲府一―夜叉神峠一一夜叉神峠頂上小屋一一杖立峠一一苺平一一南御室小屋 (泊 )

‖   ‖

(8月 8日 )

南御室小屋一=薬自W/1ヽ屋一一薬師岳―二観      の頭一丁地蔵岳―一

赤抜沢の頭一三高嶺――白鳳峠一一広河原峠一―刷 ‖尾根小屋 (泊 )

(8月 9日 )

早川尾ル」ヽ屋一―アサヨ峰=一栗沢山一一北沢峠一一大平山荘 (泊 )

(8月 10日 )

太平山荘二―戸台夫橋一一伊那市一一岡谷一―信濃境一‐塩沢鉱泉 (泊 )

|   |   ‖   ‖

(8月 11日 )

塩沢鉱泉―― サンントリー白洲1圧場一一小淵沢一一塩尻一―中潮 ||―一名古屋一一

大阪 (鶴橋着)

一 鑓

―
 バ ス

一― タクシー

ーーー 続ゴ予



宿泊地
。南御コ]ヽ屋
。5調 |1尾恨小屋
。大平山荘
・塩沢鉱泉 (信甲館)

80551--22--1822

`,0511--35--20482,02657 --8 --3761

2,0266--64--2750

6  識
(1)8月 6日 (金 )

15:00大阪駅、集合 (谷端に 辻川氏、鈴木)、 夕飯と明日の朝師 、
15:30大に   「青春18切符Jの旅力漱台まる
16:00京都着、瀬戸氏乗車、車中瀬戸氏見つからず
16:54米原着、やっと瀬戸氏と合流
17:14米原発
18:29名古屋着、森本氏合流
18:40名古屋発

塩尻に時間通りつけるかわからずあせる

22:10塩尻着、23分遅れて到着
22:13 」ヨ,已Jヒ

23:38甲騰

唸)8月 7日 (土 )

3:00甲府駄 各自1 甲府の町はケンカと暴走族で夜が明けた。辻川

鳳 藤 聰 クシーで夜叉神い 、隊長は予定通りあくまでバスで
いくとのこと、 と同イテする (バスに難 下n向に場 のバイク
に引かれそうになる)

4:00夜叉神峠着、とりあえず朝食をとり記念撮影、ポリタンクに水を汲み登山準備

、登山届けを提出
5:00夜叉神峠発、最初から少しきつい登りが始まる
6:17夜叉神峠曲 lヽ屋着、休憩
6:40夜叉神峠頂上小屋発
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11:10苺平着、昼食 (カ レーライス)、 食後コーヒーを飲む
12:45苺平発
13:00南御室小屋着、とにもかくにもビールを飲む、小屋のオヤジは登山者に講釈を

たれる (一見ポリシーをもっているように見えた力ヽ 単にめんどくさがりの講
釈たれだった)、 睡眠不足のため夕食までの時間各自睡眠をとる (寝床の場所

′価́薙::訟齢:言I宛ガ:乳臀ぷ2仄臨ヾお
,     かない
1   19:00就寝t睡眠不足のため疲れていた力ヽ 隣の3人組の宿泊客の奏でるイビキでな
|      かなか寝つけない (かれらのことを混声合唱団『いびき』と命名する)こ の日
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19:49中潮‖着
20:05中潮 ||ゑ



17自 2鋼 6,000

(3)8月 8日 (日 )

5:00猷
5:30朝食 (昨日の夕食よりおいしかった)朝食後出発までリーダートイレにこもる

//て護P嚢鼎雇求霰 柵

を副旨して出発

8:50辮略 Jヽ層統
9:00薬師岳着、小雨が降っており景色は不良のためすぐに出発
9:30観音岳着、今回の登山最高峰 (2,840メーロb)、 皆そろって記念撮影

9:50観音岳発、森林限界を越えており、すずしかった

10:50ア カヌケ沢の頭着、地蔵岳がきれいに見えた、ザックをおろし地蔵岳へ

12:00地蔵岳着、頂上までは登れなかったがとにかく登れるところまでいった、オベ

リスクが美しかった、賽ノ河原に多数の地蔵仏があった

12:10アカヌケ沢の頭にて昼食t五日御飯tマグヌードル等を食べる

13:00ア カヌケ沢の頭発
13:57高嶺着、しばし休憩、富士山、八ヶ岳が見えた

15:00白鳳峠着、下りの岩石地帯は歩きにくかった、しばし休憩

15:15白鳳峠発
16:17広河原峠着、あと少しで刷 |1職 Jヽ屋につく実感がわいてくる、昨日泊まった

南御室小屋の御飯のまずさから考えて刷 |1尾ル」ヽ屋もまずいのではないかとの

意見を採用 し夕飯は自炊することにする

16:55早川尾根小屋着、小屋では夕飯力ヽ まじまるところだった、昨日と異なりたいそ

うおいしそうな夕飯だった (後悔しても始まらない)、 とにもかくにもビール

で渇いた喉を潤して夕食の準備を開女急 メニューはカンタブランチの焼きそば

、すき焼き丼、中華丼、圧巻はリーダー購入のチーズフォンデュ、昨日の夕飯

とは異なり格別おいしかった (こ の日は寝婆率15々自まり¥3,500)

19:00 嘉尤辱護

(4)8月 9日 (月 )

5:00猷
5:30小雨のため小屋のオヤジのご好意により小屋のなかで朝食の準備開女急 御飯を

炊きふりかけで食べる、食後コーヒーを飲む

6:50刊 |1尾根」ヽ屋発
8:30ミ ヨシノ頭着、雨のため登山道がぬかるんでおり歩きづらい

9:30アサヨlllのすぐ下に着、ガスっていて報 北岳はいまだ視界にはいって
こない

10:50栗沢山着、岩場が多くてたまに滑っで賄かった
10:55本国最初の煙草を吸う、風が強く少々寒いので北沢峠ヘ

12:55北沢峠着、下りの連続tぬかるんでいるため滑ってばかりいた
13:05太平山荘着、ここでもとりあえずビールを飲む、早速昼食の準備、メニューは

カンタブランチのスパゲティ、五目御飯tソーセージ、焼き肉とコンビーフの

缶詰、食後コーヒーを飲み諸先輩方から「コッヘル黒こげ事件」「ポリタンク

谷底落下事件」等過去の登山話をしてもらいおおいにもりあがる
17:00夕食t格別美味かった、メニューはえ因融 山菜、野勲 味噌汁等



18:00し ばし小屋の外で休憩、小屋のばあさんが皇太子鰻頭事件、長衛爺さん話をし

していた (ち っとも変わってへんな～と思う諸先輩方であった)

19:00 富尤燿言

(5)8月 10日 (月 )

5:00起床tよ く眠ったため今朝の目覚めは最高だった

6:00朝負 メニューは山菜の靭 ハムェッグ、野菜t漬物、味噌汁等 (ひ さし
ぶりに食べる美味い朝食に満足)

6:20休憩、バスに乗って戸台大橋までいくことになったので小屋の人にバスの手配
を依頼

7:20隊長力ヽぎあさんからトマトをいただく、隊長=人で戸台大橋まで歩くとのこと

す人でかけていった
7:30残った4人はバスでリコ台嬬 ＼ 途中バスから見た鋸岳は美しかった

8:00戸台大橋到着、隊長より「戸台で待つようにJとのことだった力ヽ司辺にはまて

るような場所無し、苦慮の末、置手紙 (写真参照してください)を大橋の管理

人のオジサンにあづけてタクシーを呼んでもらうこととした

9:20タ クシー到着、ここ数日雨が降ったため入笠山を越えて富士見へ抜けることを

断念し、伊那市ヘ

10:00伊那市駅着、町中をぶらついて喫茶店に入る、しばし過去の登山話でもりあが

る
11:00駅前のパチンコ店で奮闘、鈴木フィーバーをだしで感極まる
12:00喫茶店の上にある食堂で強 馬刺しが美味かった
12:30合堂を出てすぐに隊長を発見
13:20駅前にある和菓子屋で隊長推薦の和菓子を購入
13:49側肺 賂
14:32岡谷着
14:55岡谷発
15:37信濃境着、森本氏駅員に塩沢鉱泉への道順を聞く、駅員曰く「30分くらいかか

る」とのこと、公衆電話で旅館に電話、旅館曰く「送迎バスは有りません」と
のこと、そこでたった一台しかない駅前タクシーを乗ろうとするが運転手不在
のためしかたなくあるくことにする

16:50塩沢鉱泉 。信甲館着、信濃境より徒歩15分とのことだった力ヽ 気がつくと1時

間以上歩いていた (ちなみに日本交通公社発行の93～94年版『全国温泉宿泊情

幸向 によれば」R富士見駅よリバスで15分と記載されたいた)

旅館の好意で部屋を2室用意してくれた
17:30疲れた体を癒すため風呂ヘ

18:00ひと風呂浴びてビールで喉を潤す (隊長はまだ風呂場だった)

19:00待ちに待った夕食kメ ニューは天基羅、鯉に刺身、山素 ,電刺し、ハム、鮎の

徹 陶板焼きの鍋物、吸い物等最高の料理だった
21:00食事終了し部屋へ戻る、しばしテレビを見ながら歓談
23:00辻川氏、森本氏は隣の部屋で就寝
3:30隊長、鈴木はよもやま話に盛り上がり気付くと3時半だったのであわてて就寝

瀬戸氏はぐっすり眠っておられた

“

)8月 11日 (火 )



7:30猷
8:00朝食
9:30タ クシーでサントリー白洲蒸留所の工場見学に向かう
10:00工場見学開始、ゲストハウスでサントリーローヤルの水割りとジンジャエール

割りを飲んで気分は最高、水割リデキャンターを記念に貰う、その後酔った勢
いでウイスキー等の土産を買う (商売上手サントリーの罠にはまりついつい買
ってしまう)

12:15工場を後にし、タクシーで小淵沢ヘ

13:24/1ヾ用渉じ亀
14:15塩尻着、美味い蕎麦屋が準備中のためむかいの中華料理屋で遅い昼食く酔いざ

めに飲んだビールは美味い

15:48 」記う已多ゝ
17:45中潮 ‖着
17:48中潮 ‖発
18:58名古屋着、瀬戸氏はここで東海道線に乗換え京都ヘ

19:30キオスクで坂角のえびせんを購入し近鉄名古屋駅から大阪ヘ

21:00名張着、森本氏はここで乗換え家路ヘ

21:30鶴橋着、環状線に乗換え隊長と別れる

21:50新今宮着
22:00南海新今宮駅硼 ‖氏と別
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7  締
今年は、春の立山といい、夏の鳳凰三|

にもかかわらず、充分楽しめたのは、日
からでしょう。来年は天候に恵まれた登山であってほしいと願いつつ筆を下ろさせて
いただきます。

以 上


